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13 かしはら市議会だより

る
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
印

鑑
登
録
証
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
こ
れ
は
本
市
が
独
自
に
行

っ
た
も
の
な
の
か
。

独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
既

に
全
国
的
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

便
利
の
裏
に
は
必
ず
危
険
が

潜
ん
で
い
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、

本
市
独
自
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
何
か
を
盛
り
込
む
と
き
は
議

会
に
諮
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

想
像
で
き
る
。
活
用
の
際
は
、
随

時
議
会
に
報
告
し
た
い
。

一般質問

竹
森　
　

衛

（
日
本
共
産
党
）

来
年
度
予
算
編
成

来
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本

的
な
方
向
、
考
え
方
は
。

行
政
評
価
の
手
法
を
活
用
し

な
が
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
で
、

事
業
の
問
題
や
改
善
点
を
担
当
者

自
身
も
分
析
・
評
価
し
た
上
で
、

来
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
る
。

監
査
委
員
の
意
見
書
で
常
々
指
摘

さ
れ
る
事
項
は
、
財
政
の
硬
直
化

に
も
注
意
し
な
が
ら
、
高
齢
化
に

伴
う
扶
助
費
の
伸
び
、
今
後
の
大

き
な
事
業
の
実
施
に
伴
う
市
債
の

増
加
も
十
分
に
認
識
し
て
予
算
編

成
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
１
か

ら
４
に
基
づ
き
予
算
措
置
を
ど
う

講
じ
る
の
か
。

財
政
運
営
は
、
重
点
的
な
事

業
を
選
択
し
て
予
算
を
集
中
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
４
つ
の
基
本
目

標
を
強
く
認
識
し
な
が
ら
、
実
現

に
努
め
た
い
。

平
成
２８
年
１２
月
議
会
一
般
質

問
で
鳥
獣
の
捕
獲
駆
除
に
つ
い
て
、

「
周
辺
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り

た
い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
具

体
的
な
進
め
方
は
。
イ
ノ
シ
シ
の

出
没
地
は
学
校
や
通
学
路
も
あ
る

為
、
何
か
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
が
、
捕
獲
以
外
の
対
策
は
。

本
市
と
高
取
町
、
明
日
香
村

の
捕
獲
重
点
エ
リ
ア
が
若
干
ず
れ

て
お
り
連
携
に
至
ら
ず
、
行
政
間

で
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。
個
別

で
の
捕
獲
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

努
力
し
た
い
。
２８
年
度
は
、
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
て
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
が
、
鳥
屋
町
の
山

林
に
金
網
柵
を
設
置
し
、
鳥
獣
の

被
害
が
少
し
減
少
し
た
。
同
年
度

に
は
、
出
没
の
多
い
山
林
用
に
電

気
柵
を
購
入
し
た
。
２９
年
度
も
電

気
柵
を
設
置
予
定
で
あ
る
。
捕
獲

は
、
猟
友
会
の
高
齢
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
保
持

の
た
め
、
で
き
る
だ
け
対
策
を
講

じ
た
い
。

窓
口
で
の
医
療
費
を
無
料
と

す
る
現
物
給
付
方
式
が
、
子
育
て

世
代
を
応
援
す
る
制
度
の
目
的
を

よ
り
確
実
に
果
た
せ
る
と
考
え
る
。

就
学
前
児
童
を
含
む
子
ど
も
た
ち

へ
の
制
度
改
善
の
考
え
は
。
ま
た
、

今
後
の
県
と
の
協
議
の
進
め
方
は
。

国
の
罰
則
が
な
い
就
学
前
ま

で
を
対
象
に
、
現
物
給
付
化
に
向

け
た
協
議
を
県
と
県
内
市
町
村
で

し
て
お
り
、
結
果
を
見
て
、
今
後

取
り
組
み
た
い
。

協
議
の
周
期
は
。
総
合
戦
略

の
基
本
目
標
３
を
具
現
化
す
る
の

が
、
先
を
見
据
え
た
仕
事
の
あ
り

方
だ
と
思
う
が
。

約
３
カ
月
に
一
度
程
度
協
議

し
て
お
り
、
今
年
度
中
に
方
向
性

を
出
し
て
、
来
年
度
か
再
来
年
度

か
ら
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
医
療
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

支
援
施
策
を
具
体
的
に
実
行
し
て
、

小
さ
い
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
実
現
に
努

め
た
い
。

介

護

保

険

制

度

政
府
の
介
護
保
険
「
２
０
１

７
年
改
革
」
は
、
要
介
護
度
１
・

２
の
認
定
者
に
対
す
る
生
活
援
助

の
回
数
制
限
、
福
祉
用
具
の
見
直

し
な
ど
、
公
的
給
付
を
外
し
て
い

く
計
画
だ
が
、
法
改
定
の
も
と
で
、

第
７
期
事
業
計
画
の
進
め
方
は
。

要
介
護
度
２
以
下
の
認
定
者

に
対
す
る
生
活
援
助
の
回
数
制
限

は
、
通
常
と
か
け
離
れ
た
回
数
の

上
位
５
％
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対
し

て
、
市
町
村
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
届

け
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
プ
ラ

ン
の
検
証
機
会
を
確
保
す
る
た
め

で
あ
り
、
直
ち
に
回
数
制
限
と
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
法
的
給
付
を

外
す
計
画
も
方
針
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
第
７
期
事
業
計
画
は
、
第

６
期
事
業
計
画
の
重
点
的
な
取
り

組
み
を
踏
ま
え
て
、
３
点
を
重
点

事
項
と
し
て
掲
げ
、
団
塊
の
世
代

の
全
て
が
７５
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
を
見
据
え
て
、
中
長
期
的

な
視
点
で
進
め
て
い
る
。

今
後
の
介
護
保
険
料
の
改
定

及
び
所
得
段
階
の
拡
充
は
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
の
滞
納
に
よ
り
罰
則

が
課
さ
れ
、
介
護
か
ら
排
除
さ
れ

る
仕
組
み
の
改
善
は
。

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
で
、
平
成
３０
年
度
か

ら
３２
年
度
ま
で
の
給
付
費
の
見
込

み
を
算
定
し
、
介
護
保
険
料
の
改

定
を
検
討
中
。
所
得
段
階
の
拡
充

は
、
低
所
得
者
の
負
担
の
軽
減
な

ど
の
観
点
か
ら
、
１３
段
階
に
増
や

す
方
向
で
検
討
中
。
介
護
保
険
料

の
滞
納
に
よ
る
罰
則
は
、
納
付
者

と
の
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

今
後
も
必
要
と
考
え
る
。

次
回
の
策
定
委
員
会
で
具
体

的
に
介
護
保
険
料
基
準
額
を
決
め

て
い
く
の
か
。

次
期
計
画
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

ご
と
の
介
護
報
酬
の
単
価
等
の
情

コンビニ交付


